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研究成果の概要（和文）：未就学児をもつシングルマザーの育児上の困難とストレス要因を明らかにすることを
目的に、育児ストレスおよび蓄積疲労についての自記式質問紙調査を行った。さらに協力が得られたシングルマ
ザーには、日常生活における困難やその困難から生じるストレスについての半構成的面接を行った。その結果、
シングルマザーがもつ背景が育児ストレス因子や蓄積疲労を高める要因となっており、日常生活上の困難が育児
に対する重圧や不安となっていることが明らかとなった。今後はシングルマザーに関わる専門職が包括的に支援
をしていくためのアプローチの検討が必要である。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to clarify stress factors and difficulties associated with 
child care experienced by single mothers with pre-school children. To this end, we conducted a 
self-administered questionnaire survey on child care stress and accumulated fatigue. We also 
conducted semi-structured interviews regarding difficulties with daily life, along with stress 
resulting from the difficulties, with single mothers who agreed to participate. We found that the 
background of single mothers was a factor that worsened child care stress and accumulated fatigue, 
and that difficulties in daily life led to anxiety and pressure regarding child care. Our findings 
suggest the need to consider approaches for specialists who interact with single mothers to provide 
comprehensive support.

研究分野： 医歯薬学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、子どもをもつ親の離婚や未婚の母の

割合が上昇し母子世帯数が増加している。ま
た母子世帯となった時の末子の年齢は未就
学児が半数以上を占めており、平均年齢は
4.7 歳である。乳幼児を持つ母親は，他の年
齢の子どもをもつ母親より育児、家事時間が
長いが休息等の時間は少なく、自分のための
時間が持てないこと、生活に伴う心身の疲れ
や閉塞感によるストレスがあることや、支援
が少ない場合は慢性疲労が生じることが報
告されている。このような時期にシングルマ
ザーとなり新しい家族の再構築を行いなが
ら育児をしていくことは、ストレスや疲労が
高くなりやすいと考えられる。さらにシング
ルマザーは生活維持のために就労し生活を
支えていかなければならないが、日本におけ
るシングルマザーの就業率は先進諸国と比
較して 8 割と高い。しかし収入は低く両親家
庭の相対的貧困率が 6.6%であるのに対し、
ひとり親世帯では 47.7%と高い水準となって
いる。経済的ゆとりがない母親は育児困難感
が強いことが報告されていることから，経済
的に不利な状況にあるシングルマザーの育
児困難感は大きいと考えられる。このように
未就学児をもつシングルマザーは育児によ
るストレスや疲労が高い状態であることが
考えられる。 

 
２．研究の目的 
未就学児をもつシングルマザーの育児上

の困難とストレスおよび疲労の実態を明ら
かにし、それらに関連する要因を検討するこ
とを目的とする。 
 
３．研究の方法 
（1）1 次調査ではＡ県内において研究協力が
得られた 6 市内に在住する 1 人以上の未就学
児をもつシングルマザーを対象に、倫理的配
慮のもと自記式質問紙調査を実施し、回収の
得られた 195 部を対象とした。調査期間は平
成27年6月～10月。調査内容は基本的属性、
就労状況、経済状況、支援の有無、育児にお
けるストレス、蓄積疲労とした。 
育児におけるストレスは、清水（2001）に

よって開発された育児ストレス尺度を用い
た。この尺度は乳幼児をもつ母親が自分を取
り巻く育児環境をどのように認知し、育児に
伴うストレスフルな出来事に対する受け止
めを明らかにするための尺度であり、妥当性
と信頼性が確認されている。育児ストレス尺
度は、「育児に伴う不安感」（7 項目）、「夫の
育児サポート」（4 項目）、「アイデンティティ
喪失に対する脅威」（4 項目）、「母親の体力体
調の不良」（3 項目）、「子どもに対するコント
ロール不可能感」（3 項目）、「育児に伴う束縛
感」（4 項目）、「育児に対する社会からの圧迫
感」（3 項目）、「子どもの発達に対する懸念」
（2 項目）、「育児環境の不備」（3 項目）の 9
因子 33 項目で構成されている。今回はシン

グルマザーを対象としているため、尺度の作
成者に変更の承諾を得た上で、「夫の育児サ
ポート」の因子を除外した 8 因子 29 項目を
用い、各項目は「あてはまる」～「あてはま
らない」に 5～1 点を付与する 5 段階評価で
評価した。得点が高いほど育児ストレスが高
いことを示す。 
蓄積疲労は、疲労蓄積度自己診断チェック

リスト（中央労働災害防止協会，2004）の自
覚症状 13 項目（イライラする，不安だ、落
ち着かない、ゆううつだ、よく眠れない等）
を用いた。評価は「よくある」、「時々ある」、
「ほとんどない」に 3、1、0 点を付与する 3
段階評価で、合計得点が高いほど蓄積疲労が
高いことを示す。 
育児ストレス因子と蓄積疲労の因子間相関 

は Spearman の順位相関係数を、2 郡間の比
較については Mann-Whitney の U 検定を、3
群間の比較には Kruskal-Wallis 検定を用い
た。有意水準を 5%未満とし、解析ソフトは
SPSS Statistics ver.21 を用いた。 

（2）１次調査でインタビュー調査の協力が得
られたシングルマザー27 名に対して半構成
的面接を行い、インタビュー内容は逐語録に
おこし、質的帰納的に分析した。調査期間は
平成 27 年 11 月～平成 28 年 3 月。調査内容
は日常生活上での困難とストレスの関係、ス
トレスにより感じている症状など。 
 
４．研究成果 
（1）対象の属性 
平均年齢は 33.8±5.7 歳、シングルマザー

となってからの経過年数は 3.1±2.6 年であ
り、子どもの人数は 1.5±0.6 人、末子の年
齢は 3.6±1.5 歳、核家族が 90 人(46.2%)で
あった。就労状況は 181 人(92.8%)が就労し
ており、96 人(53.0%)が非正規雇用であった。
1週間の勤務日数は 5.1±0.9 日であり、1回
の勤務時間は 7.2±0.5 時間、年収は 100 万
円未満が 52 人（26.7%）、100～300 万円未満
が 120 人（61.5%）、300 万円以上が 23 人
（11.8%）であった。支援があると感じてい
るものは 139 人（71.3%）であった。 
（2）育児ストレスと蓄積疲労の関連 
育児ストレス尺度下位項目 8 因子全てと、

蓄積疲労において正の相関が認められた。中
程度の正の相関が認められたのは「育児に伴
う束縛感」(r=0.61，p=0.000)、「母親の体力
体調の不良」(r=0.55，p=0.000)、「育児に伴
う不安感」(r=0.43，p=0.000)、「子どもに対
するコントロール不可能感」(r=0.41，
p=0.000)であり、「アイデンティティ喪失に
対する脅威」(r=0.36，p=0.000)、「育児に対
する社会からの圧迫感」(r=0.39，p=0.000)、
「子どもの発達に関する懸念」(r=0.24，
p<0.001)、「育児環境の不備」(r=0.32，
p=0.000)に弱い正の相関が認められた。これ
らのことから育児ストレスの 8 因子全ては、
蓄積疲労と関連があることが明らかとなっ
た。 



（3）シングルマザーの育児ストレス得点 
各育児ストレス因子の平均得点において、

育児ストレス因子の総得点に占める割合が
最も高かったものは、｢育児環境の不備｣(平
均，標準偏差は 11.3±2.7)であり、75.3%と
他の育児ストレス因子の割合が 30～50%台で
あるのと比較し高かった。このことから未就
学児をもつシングルマザーは、育児ストレス
8 因子において「育児環境の不備」において
の育児ストレスが高いことが明らかとなっ
た(図 1)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（4）育児ストレス因子と属性の検討 
属性別にみた育児ストレス因子の比較で

は、「育児環境の不備」は年収 100 万円未満
と年収 100～300 万円未満では有意差はみら
れなかったが，年収 100 万円未満と年収 300
万円以上，年収 100～300 万円未満と年収 300
万円以上では有意差がみられた(p<0.05)。ま
た「母親の体力体調の不良」は、家族形態、
年収、支援の有無で有意差があり、核家族、
年収が 300 万円以上と比較し 100～300 万円
未満であること(p<0.05)、支援がないこと
(p<0.01)で高かった。母子世帯の経済的自立
層とされている年収は300万円以上であるが、
今回の調査ではこの水準に達していないシ
ングルマザーが 8割であった。全国調査でも
シングルマザーの年収は平均 291 万円と 300
万円未満であることから、本調査の対象は全
国調査の水準に近いといえる。年収 300 万円
未満の経済的自立層でないシングルマザー
は、日々の生活を維持していくことが限界で
あるため、経済的に自立している母親と比較
し支出を伴うような子育て支援が受けにく
いことや、核家族や支援がないという１人で
全てを行わなければならないという時間的
にも逼迫している中で育児を行うことによ
り、体力体調の不良のストレスとなっている
といえる。さらに経済的困難があることは子
どもの養育環境を整えることにも影響を及
ぼしていると考えられる。そのため母親自身
をサポートするための環境に加え、子どもの
養育環境にもストレスを感じることで、育児
環境の不備の育児ストレスが生じている可

能性がある。 
「育児に伴う不安感」は雇用形態と支援の

有無で有意差がみられ、非正規雇用、支援が
ないことで高くなっていた(p<0.05)。また
「アイデンティティ喪失に対する脅威」では、
雇用形態、年収、支援の有無で有意差があり、
非正規雇用、年収が低く支援がないことで高
く(p<0.01)、「子どもに関する発達の懸念」
も雇用形態で有意差があり、非正規雇用であ
ることで高かった(p<0.05)。ひとり親世帯に
おける子どもについての悩みとして、教育、
進学の悩みが半数を占めているが、非正規雇
用であることは、社会的不利な立場であるた
め、現在の状況で育児をしていくことに対す
る将来の不安が生じている可能性がある。ま
た日本の子育て期の女性は、母親や職業人と
してのそれぞれの役割を意識することがア
イデンティティを支える原動力となると報
告されているが、非正規雇用で低収入である
シングルマザーは、自身の役割を遂行できて
いないという思いを持つことでアイデンテ
ィティが脅かされ、それに伴い自己肯定感も
低くなる可能性がある。自己肯定感が高いと
育児不安が低いとの報告があるが、非正規雇
用で低収入であるシングルマザーは自己肯
定感が低いことが予測されるため、育児不安
も大きいと考えられる。さらに非正規雇用で
あることは、「子どもの発達に関する懸念」
の育児ストレス因子と関係していた。子ども
は1歳になると歩行し自らの意志で行動する
ようになり、その後は言葉の発達により周囲
へ自分の意志を伝えるようになる。さらに自
我も芽生えることで親や周囲に対して反抗
するようになる。このような子どもの成長は
正常であるが、アイデンティティが脅かされ
自己肯定感が低いシングルマザーは、今まで
と異なる子どもの状況に困惑し、発達に対し
ての不安が生じている可能性がある。さらに
支援がないことは家事および育児を１人で
担っているといえ、不安が生じても相談する
時間も相手もいないという孤独な状況が、育
児の不安やアイデンティティ喪失に対する
脅威を増強している可能性がある。 
「育児に伴う束縛感」は支援の有無で有意

差があり、支援がないものが高く(p<0.01)、
「育児に対する社会からの圧迫感」も同様に
支援の有無で有意差があり、支援がないもの
が高かった(p<0.05)。支援がないシングルマ
ザーは孤独のなかで育児を行っており、1 人
で全てを行いながら子どもの欲求に対して
対応していかなければならない。そのため子
どもの対応による家事の中断や自らの時間
が確保できないことで、子どもに束縛されて
いるという思いが生じ、育児に対する束縛感
となっている可能性がある。また支援がない
ことで、母親として 1人で子育てをしていか
なければならないという思いが生じ、圧迫感
を抱いている可能性もある。一方、「子ども
に対するコントロール不可能感」の育児スト
レス因子は、今回検討した属性では有意差が



なかった。 
以上より、未就学児をもつシングルマザー

は属性により異なる育児ストレス因子を抱
えていることが明らかとなった。今後はこれ
らの育児ストレス因子に対する具体的なア
プローチを検討していく必要がある。 

（5）属性における蓄積疲労得点の比較と育児
ストレス因子の関連 
未就学児をもつシングルマザーの蓄積疲労

得点の平均は、12.8±9.0 であった。慣れな
い育児や継続した睡眠不足となる乳児もつ
母親の蓄積疲労得点は7.6～8.86であったこ
とから、未就学児をもつシングルマザーの蓄
積疲労は高いといえる。また蓄積疲労と属性
の関係では、支援の有無のみ有意差があり、
支援がないシングルマザーは支援があるシ
ングルマザーより蓄積疲労得点が高かった
(p<0.01)。蓄積疲労と育児ストレス因子には
関連があり、支援がないシングルマザーは 5
つの育児ストレス因子を抱えていたことか
ら、蓄積疲労得点が高かったことが考えられ
る。蓄積疲労と中程度の相関があった育児ス
トレス因子は、「育児に伴う束縛感」「母親の
体力体調の不良」「育児に伴う不安感」「子ど
もに対するコントロール不可能感」があった。
シングルマザーは時間が逼迫しているため
自らのペースで子どもに動いてもらいたい
という感情が生じることが考えられるが、子
どもは子ども自身のペースで行動するため
に子どもに対するコントロール不可能感が
生じること、多忙な生活の中で子どもに対応
していくことや自由時間が少ないことによ
り育児に伴う束縛感が生じ身体的、精神的疲
労を感じることで疲労が蓄積していると考
えられる。また、育児への自信は育児の対象
である子どもから得られるとの報告がある
が、子どもに対するコントロール不可能感や
束縛感のストレスは子ども側からのストレ
ス因子であるであるため、シングルマザーは
育児への自信も持てていない可能性がある。
そのため育児に対する自信がもてないこと
が育児不安へ関連し、不安が増加することで
蓄積疲労に関係していることが考えられた。 
（6）育児における困難とストレス 
未就学児をもつシングルマザーは、【両親や

周囲からの子育てに対する重圧】【安心でき
る居場所の欠如】【シングルでの子育てによ
る子どもの成長の不安】【収入および勤務形
態からの将来への不安】等の困難を抱えてい
た。またストレスにより頭痛や肩凝り等の慢
性的な症状が生じていたが、金銭的および時
間的に窮迫している状況であることから、自
分自身の健康に対しては、自分は健康だと思
い込む、治癒するのを待つといった【不適切
な健康認識と対処】が生じていた。未就学児
をもつシングルマザーは安心できる場がな
い上に周囲からの圧迫を感じながら育児を
している状況であり、今後の生活や子どもの
成長に対する不安を抱えていた。また、保健
行動はとれているとは言い難い状況にあっ

た。今後は子育てや健康支援に関わる専門家
が連携し、包括的に未就学児をもつシングル
マザーを支援していけるようなアプローチ
の検討を行う必要がある。 
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